




















　文化間対話は，1990 年代に「文明の衝突」が議論され，さらに 2000 年代に 9.11 テロが起こる
と，急速に多文化主義や同化主義に代わる新しいアプローチとして注目され，EU や欧州審議会
（Council of Europe）などで採用されることとなった。しかし，この文化間対話については 2008























































































ざまな宗教間対話が行われた［マリク 2004: 144-147］。このように，70 年代から 80 年代にかけ
て，キリスト教教会によって，ヨーロッパ，アジア，アフリカのムスリムをパートナーに宗教間
対話が展開された時期を，第一期とすることができよう。














　2001 年 12 月，2002 年 3 月と，EU のブロディ委員長は文化間対話への熟考を促す発言を行っ
た。また，批准されなかったものの 2004 年に調印された欧州憲法条約には「開かれた透明性の
ヨーロッパにおける文化間対話の実践と課題 45












　EU は 2008 年を「ヨーロッパ文化間対話」年（European Year of Intercultural Dialogue 
2008）と定め，欧州委員会教育文化総局（European Commission DG: Directorate-General Edu-











　欧州審議会は 1949 年に設立された国際機関で，EU 加盟国数を超える数の加盟国の参加や非
キリスト教圏の加盟国（トルコなど）を有するなどの特徴のもと，ヨーロッパ地域での社会文化
























　ドイツでは，連邦政府主催で 2006 年 7 月から年 1 回，統合サミットが開催されてきた。これ
は首相を中心に，連邦政府，州政府，自治体，移民団体，教会，社会団体の代表で構成され，対















　このように，文化間対話を重視する動きが高まるなか，2006 年 9 月にドイツ政府とムスリム
との永続的な対話の場として連邦内務省がドイツ・イスラーム会議（DIK: Deutsche Islum Kon-
ferenz）を設置した。この会議の目的は，ドイツ在住の 400 万人のムスリムのよりよい制度的社
会的統合とすべての人々の共生に寄与することと定められている［Bundesministerium des In-
nern 2015: 81-82］。この会議は 2006 年から 2009 年を第一期，2009 年から 2013 年を第二期，
2014 年から 2017 年を第三期として，その構成や参加者が定められている［DIK 2018］。そこで，
この区分けに基づきその特徴を明らかにすることで，この会議の実践と課題を検討していく。
　第一期は，2006 年から 2009 年にかけて行われ，総会，3 つの作業グループ，討論会によって
構成されていた。［図 1］










　第二期は，2009 年から 2013 年にかけておこなわれ，第一期とはその構成を大きく変え，総会，
準備委員会，実用的な問題解決のための暫定的に設置されるプロジェクトグループによって成り
立っていた。［図 2］







　そして，第三期は 2014 年から 2017 年にかけておこなわれたが，その構成は運営委員会とテー
マに準じた作業委員会という，より柔軟なものになっていった［図 3］。さらに，重要な点とし











作業グループ１ 作業グループ２ 作業グループ３ 討論会
? ??ドイツ・イスラーム会議第 1 期
（ 出典：www.deutsche-islam-konferenz.de/DIK/DE/DIK/1 UeberDIK/DIK06-09/StrukturBis2009/




? ??ドイツ・イスラーム会議第 2 期　
（ 出 典：http://www.deutsche-islam-konferenz.de/DIK/DE/DIK/1 UeberDIK/DIK09-13/Struktur/













? ??ドイツ・イスラーム会議第 3 期　
（ 出典：www.deutsche-islam-konferenz.de/DIK/DE/DIK/1 UeberDIK/DIKUeberblick/1 dik2



















Islamrat für die Bundesrepublik Deutschland e.V. (IRD) 約500のモスクの統括組織
Türkische Gemeinde in Deutschland (TGD) ベルリンを拠点とするトルコ系移民団体、宗教団体ではない
















? ??ドイツ・イスラーム会議第 3 期参加団体リスト
（ 出典：http://www.deutsche-islam-konferenz.de/DIK/DE/DIK/1 UeberDIK/DIK2014 Teilnehmer/dik2014 teilnehmer-







さ，宗教組織に所属しているムスリムはドイツでは 20 パーセントほどであり［Bodenstein 2010: 
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